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CGGGAGAGCCCGGGGCCCTGC
TCGGAGATGCCGCCCCGGGCC
CCCAGACACCGGCTCCCTGGC
CTTCCTCGAGCAACCCCGAGC
TCGGCTCCGGTCTCCAGCCAA
GCCCAACCCCGAGAGGCCGCG
GCCCTAC　TGGCTCCGCCTCCC
GCGTTGCTCCCGGAAGCCCCG
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AATT「rGTハ，GTGGTGIUATTGAAA（rC（sC　AAT」AGAT（VaACATATCAGGvaGATT
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TCTTGCTCTTGTTCACCACAA
TATGCTATTCACATGTTCAGT
GTAGTTTTAT　GACAAAGAAAA
TTTTCTGAGTTACTTTTGTAT
CCCCACCCCCTTAAAGAAAGG
AGGAAAAAC　T　GTTTCATACAG
AAGGCGTTAAT　T　GCAT　GAATT
AGAGCTATCACCTAAGTGTGG
GCTAAT　GTAACAAAGAGGGAT
TTCACCTACATCCATTCAGTC
AGTCTTTGGGGGTTTAAAGAA
TTCCAAAGAGTCAT　CAGAAGA
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表紙脱明：
高等脊椎動物の分裂中期の染色体には，GやRと呼ばれるバンド
構造が観察されます。このバンド構造形成には，ゲノム領域の塩
基組成の差が関わっていることがわかってきました。図の上段に
は，Rバンド領域に位置しGとC塩基に富むヒトHRAS癌遺伝子
の塩基配列が，下段にはGバンド領域に位置しAとT塩基に富む
ヒト｜L4インターロイキン遺伝子の塩基配列がそれぞれ示されてい
ます。



はじめに
　遺伝学研究所は遺伝に関する戊，§礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学の

指導，連絡及び促進を図ることを本務として，1949年（昭和24年）に1没置さ

れ，倉1け以来45年になりました。11年前（昭和59イ1渡）には大学共同利川機

関に改組されました。この間，本研究所は客員研究部門を含めて15研究部門

及び5研究施設を擁するまでに成長し，1　i・；｜内外から数多くの研究者を受け人

れて共同研究の成果をあげるとともに，毎年卜数件の研究集会を開催して研

究交流を促進しています。さらに1988年（昭和611年）には7つの大学共lld利

川機関を母体とする総合研究大学院大”itt　a）開学に伴い，生命科学研究科の遺

伝学㌧lr：攻を担’iGすることとなり，現在では30人を超える博1：課不㌦！の学生を受

け人れるに至りました、，

　本研究所は，創設以来積み爪ねられた多くの優れた研究実績によって，我

が｜lil（ノ）遺伝学田卜究σ）lli心となるとともに，世界的にも特徴Cl）あるln要な研：究

所として広く知られるようになりました、，近年，遺伝学は急速な展開を示し，

新しい考えノiと研究方法を通じて，生物学に人きな変革をもたらしました、，

本研究所はそれに対応して研究部門を充実て11るとともに，DNA’情報の研究と

利川のための部P1や実験生物保存のための部門を拡充し，国内外の研究活1肋

の支援を図ってまいりました，、私どもは，学川の流れやト1会の要請を考弘：1し

つつ，しかも1・1体的に研究や’11業を進y），研究所の・層の発〃蔓を目指したい

と思いますf，皆様ノ∫の御理解と御1’／J／，　］Jをお願いする次第で〉・ビ，

国立遺伝学研究所長

1
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土地総面積　　　　　　105，312m’

内訳｛當麟　91．㌫

建物総面積（建面積）　　11843㎡

　　　　　延面積　　　23505m2

　　　　（平成7年6月1日現在）

0本館
②放射線実験室

③特別蚕室

④研修室

⑤辮卵育雛舎

⑥フアイロン温室

⑦フアイロン温室

⑧堆肥舎

⑨麦温室

⑩図書館

⑩第1ネズミ飼育室

⑫内部照射実験棟

Φ遺伝実験生物保存研究棟

⑭機械棟

⑮廃棄物保管Pt

Φネズミ附属棟

⑰カイコ附属棟

Φ微生物附属棟

Φ排水処理棟

⑳組換えDNA実験棟
⑳野生イネ温室

⑳動物飼育装置上置

⑳実験圃場管理棟

Φ日長調節装置

●遺伝情報研究センター棟

⑳隔離温室

●水田温室

⑳桑温室

●Rl実験棟

⑩中央機械室

⑩ペレツト温室

⑫研究員宿泊施設

●研究実験棟
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革 【組　織】

昭和24年6．月1日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

昭和29年7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

昭和44年4月1日

昭和49年4月1日

昭和50年3月1日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

昭和59年4月12日

昭和60年4月1日

昭和62年1月12日

昭和63年4月8日

平成元年10月1日

平成5年4月1日

平成6年6月24日

平成7年4月1日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務

部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の4部門で

発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝

部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部設置

応用遺伝部設置

変異遺伝部設置

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部設置

微生物遺伝部設置

集団遺伝部設置

森脇大五郎　第3代所長就任，分子遺伝部設置

植物保存研究室設置

田島彌太郎　第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）設置

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）設置

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置法の一部改正により大学共同利用機関に改

組遺伝実験生物保存研究センター（哺乳動物保存・無脊

椎動物保存・植物保存・微生物保存・遺伝資源の5研究

室），遺伝情報研究センター（構造・組み換えの2研究室），

実験圃場設置

生理遺伝及び応用遺伝の2客員研究部門設置

遺伝情報研究センター（合成・遺伝情報分析の2研究室）

設置

日本DNAデータバンク稼働

放射線・アイソトープセンター設置

遺伝情報研究センター（遺伝子ライブラリー研究室）設

置

富澤純一　第6代所長就任

遺伝実験生物保存研究センター（発生工学研究室）設置

遺伝情報研究センター（遺伝子機能研究室）設置

生命情報研究センター設置

（大量遺伝情報・分子分類の2研究室新設，遺伝情報分析

・遺伝子機能の2研究室振替）



【施　設】

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

ll召禾0474F　3　J］

1昭禾053勾三7月

昭和55年5月

1昭1？U　56　’rf．3月

1｛召不0584『…3月

昭和59年3J］

‖召利160句三3月

ll召禾062勾三1戊」

　　　　3月

財｛不∬6341三12／1

・1「t成4年5月

・ILJJ5Z　7イ1三3月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣1：，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，　RI排水処理施設新築

研究員宿泊施設新築

研究実験棟新築

・襲臨院・

　・由、ご燈

　　　　　耀・

r『←露脚
博

研究所正門
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